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学生が将来医療者となり臨床現場に出る際、必ず “多職種” で協働することが求められます。この

連携がうまくできるかによって、患者様の治療やケアの効果も変わるといわれています。医療系学生

にとって、学生時代から “多職種” で学ぶ機会はとても重要ですが、その機会はそう多くありません。 

そこで、今回は新型コロナウイルス感染症の診療支援を行った医師らから、関東地域の在宅医療の

現場での経験をお話しいただき、医学科と看護学科の学生が共同で多職種連携について考えます。 

 つきましては、下記の通り実施しますので当日の取材について、お取り計らいいただきますようよ

ろしくお願いします。なお、取材を希望される場合は、10 月２５日（月）までに医学教育開発研究セ

ンターへメール（uribou@gifu-u.ac.jp）もしくはお電話にてご連絡ください。 

 

記 

日時：令和3 年10 月27 日（水）13：00～16：00 

場所：岐阜大学講堂（図書館の横） 

備考：本講義は、岐阜大学医学教育開発研究センター、岐阜大学医学部総合診療科、岐

阜大学医学部看護学科の主催で実施します。 
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【本件に関する問合せ先】 

岐阜大学 医学教育開発研究センター 

担当：川上ちひろ 

TEL / FAX：058-230-6469 

E-mail：uribou@gifu-u.ac.jp 

新型コロナウイルス感染症の診療支援を経験した医師らによる、 

“在宅医療の現場の実情”を聴く 


